
国際交流の架け橋

　脳神経外科で扱う疾患は脳卒中、頭部外傷、脳腫瘍、
水頭症、けいれんなど多岐にわたり、それぞれ外来・
入院加療、手術を行っています。
　やはり症例の中心は脳卒中で、なかでも脳梗塞が大
半を占めています。急患に対し速やかに入院・急性期
加療を開始することはもちろん、その後の二次予防
（内服加療）、後遺症に対するリハビリ、さらには退
院後フォローまでが当科の役割となります。さらに昨
今の高齢化に伴い、例えば後遺症のため一人暮らしが
不可能になる人、在宅可能だが何らかのサービスを必
要とする人など、退院後の社会的支援が求められる症
例が増えています。これらに対し我々は医師、看護師
はもとよりリハビリテーション科、ケースワーカー、
薬剤部、療食科など一丸となって対応しています。
　また、最近では脳梗塞に対する急性期血栓溶解療法
（t-PA療法）にも積極的に取り組んでいます。これは、
発症 4.5 時間以内に強力な血栓溶解剤を投与し、梗塞

に陥りつつある脳組織を救済する治療です。できるだ
け早く血流を再開することが重要ですので、顔や口の
麻痺、片方の手足のしびれや麻痺などの症状がでたら、
すぐに受診することをお勧めします。
　加えて、早期発見の見地から当院では脳ドックも
行っており、昨年度は 143 人、今年度も４月から９
月まで 64人が受診し、好評を得ています。健康意識
が高い人が受診するので実際に病的所見が発見される
ことは少ないのですが、結果説明の際には脳卒中の予
防についてできるだけ分かりやすくお話ししていま
す。

　11 月 25 日㈯にすこやかセンターで開催する市民公
開セミナーでは、実際の脳梗塞の治療、予防について
お話しする予定です。興味のある人はぜひお越しくだ
さい。

第 6 回マーカスと English カフェ 

今回のテーマは「文化の違い」です。
■�日時／ 11 月 12 日㈰ 11 時～ 12 時 
■会場／アーカス
■参加料／会員無料、非会員 500 円

≪第 4 回 多言語スピーチ

　　　　コンテスト＆国際交流≫

　12 月３日㈰に開催します。小学
生～高校生が様々な言語でスピー
チするコンテストです。コンテス
ト後は、参加者全員で交流会を行
います。発表言語は自由。申込みは、
YIRA まで。

Eigo・中国語でランチ

■�日時／中国語：11 月 11 日㈯、Eigo：
11 月 24 日㈮、各 12 時～ 13 時
■会場／アーカス　

米沢市国際交流協会事務局
米沢市国際交流プラザ「アーカス」置賜総合文化センター１階
☎ 33-9146【電子メール】 yira@omn.ne.jp

教えて
！ 市立病院

脳梗塞は、早期受診が重要ですテーマ

市立病院総務課企画財務担当☎ 22-2450
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脳神経外科長　

佐々木徹 医師

　こんにちは！ 11 月になり、米沢は寒くなりましたね。寒くなる
と体を温めるものを飲みたくなりますが、何がいいでしょう？コー
ヒー、ココア、それとも…ウィスキー？
　さて、今日はイギリスの名物、スコッチウィスキーの話をします！
ウィスキーという言葉は、元々ゲール（昔スコットランドの民族）の
言語で uisge beatha（命の水）という意味です。「Whiskey」はアメリ
カ・アイルランドのもので、「Whisky」はスコッチウィスキーのこと
です！スコッチ（Scotch）はスコットランド（Scotland）からきてい
ますが、スコットランドで作っただけで「スコッチ」と名乗れるわ
けではありません。スコットランドで最低３年間、柏の樽で貯蔵し
ないと「スコッチ」とは呼べないのです。スコッチウィスキーは１
年で１億本以上が輸出され、１秒で 125 ポンド（ 約 18,000 円）を売
り上げる重要な産業です。現在、貯蔵されている樽は約 200 万本も
あります！スコットランドの人口で１人当たり４本ぐらいです！ど
んなに寒くても樽４本はさすがに飲めないですね。

ウィスキーでチァーズ‼
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